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市役所の代表電話番号は、�０４２４－６４－１３１１です。
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▽
対
象　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

▽
海
の
家　

①
江
の
島
（
東
浜
海

岸
）
…
人
魚
や
す　

②
鎌
倉
（
由

比
ヶ
浜
海
岸
）
…
東
亭

▽
利
用
期
間　

７
月　

日
（
火
）

１０

〜
８
月　

日
（
日
）
の
午
前
９
時

２６

〜
午
後
５
時

▽
無
料
利
用
券
の
配
布　

保
険
年

金
課
（
田
無
庁
舎
２
階
・
保
谷
庁

舎
１
階
お
よ
び
各
出
張
所
）

▽
配
布
の
問
合
せ
先　

保
険
年
金

課
国
保
給
付
係
（�
内
線　

、　

）

１４７１

１４７２

▽
利
用
方
法　

無
料
利
用
券
を
現

地
の
海
の
家
へ
提
出

※
団
体
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
事
業
管
理
部
事
業
第

一
課
（�
　

・
５
３
２
６
・
０
８

０３

５
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、
１４８１

�保
 
�
内
線　

）
２１３５

�　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険

１３

料
納
入
通
知
書
を
７
月
中
旬
ご
ろ

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
市
指
定
の

金
融
機
関
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
合
併
に
伴
う
改
正
点

◎
税
か
ら
料
へ
…
保
谷
市
で
は
、

「
国
民
健
康
保
険
税
」と
し
て
い
ま

し
た
が
、平
成　

年
度
か
ら
は「
国

１３

民
健
康
保
険
料
」と
な
り
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
料
の
料
率
等
は
、

下
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

納納
入入
通通
知知
書書
のの
送送
付付

◎
最
高
限
度
額
…
平
成　

年
度

１３

は
、　

万
円
と
な
り
ま
す
。

４７

◎
支
払
納
期
…
平
成　

年
度
か
ら

１３

８
期
と
な
り
ま
す
。

◎
口
座
振
替
済
み
通
知
書
の
発
行

…
口
座
振
替
の
方
に
対
す
る
振
替

済
み
通
知
書
の
発
行
は
、
平
成　
１３

年
度
か
ら
は　

月
と
３
月
の
２
回

１２

発
行
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
料

は
、
平
成　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

１２

介
護
保
険
制
度
に
よ
り
、　

歳
以

４０

上　

歳
未
満
の
方（
第
２
号
被
保

６５
険
者
）は
、介
護
保
険
料（
介
護
分
）

が
上
乗
せ
さ
れ
て
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。　

▽
平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険

１３

料
（
医
療
分
と
介
護
分
）
の
算
出

…
上
表
の
と
お
り

▽
介
護
分
の
納
入
開
始
時
期
…　
４０

歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
か
ら

（
誕
生
日
が
１
日
の
方
は
、
前
月

か
ら
）。
納
入
通
知
書
発
送
時（
７

月
）
は
、
７
月
１
日
以
前
に
誕
生

日
を
迎
え
た
方
が
対
象
。
そ
の
後

　

歳
に
到
達
す
る
方
は
、
到
達
月

４０の
翌
月
に
介
護
分
を
増
額
更
正
し

て
、更
正
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▽
年
度
途
中
で
、　

歳
に
な
る
方

６５

の
介
護
分
…
賦
課
期
日
（
４
月
１

日
）
以
降
に　

歳
に
な
る
月
の
前

６５

月
（
誕
生
日
が
１
日
の
人
は
、
そ

の
前
々
月
）
ま
で
の
介
護
分
の
額

を
月
割
算
定
し
、
医
療
分
と
あ
わ

せ
た
額
を
、
７
月
の
第
１
期
か
ら

最
終
納
期
の
第
８
期
ま
で
に
分
け

て
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
第
２
号
被
保
険
者
の
方
で
身
体

障
害
者
療
護
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
方
…
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、介
護
分
を
お
支
払

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
年
金
課（
田
無
庁
舎
２
階
・
保

谷
庁
舎
１
階
）ま
で
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
た

方
は
、
届
け
出
は
不
要
で
す
。

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、
１４８１

�保
 
�
内
線　

）
２１３５

��
▽
と
き
・
と
こ
ろ　

７
月　

日（
木
）

２６

午
前
８
時　

分
田
無
庁
舎
集
合
〜

５５

午
後
３
時
田
無
庁
舎
解
散（
予
定
）

・
第
五
福
竜
丸
展
示
�
（
江
東
区

夢
の
島
）
ほ

か

▽
参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各
自

持
参
）

▽
交
通　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用

▽
定
員　
　

人
２０

▽
申
込　

往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
、
①
「
第
五
福
竜
丸
見
学
会
」

②
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

③
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
の

う
え
、
〒　

─　

西
東
京
市
役
所

１８８

８６６６

田
無
庁
舎
生
活
文
化
課「
見
学
会
」

ごご
参参
加加
をを

第第
五五
福福
竜竜
丸丸
見見
学学
会会

係
あ
て　

日（
金
）（
消
印
有
効
）ま

１３

で
に
（
１
枚
で
２
人
ま
で
）。

◆
生
活
文
化
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４１２

�
〜
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
〜

　

野
菜
収
穫
の

体
験
、
牛
の
見

学
、
西
東
京
の

農
業
に
つ
い
て

の
話
な
ど

▽
と
き　

７
月

　

日
（
祝
）
午
前
９
時
栄
小
学
校

２０裏
門
集
合
・
受
付
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
ご
ろ
予
定

▽
と
こ
ろ　

蓮
見
秀
男
さ

ん

畑（
栄

町
二
丁
目
）
ほ

か

▽
対
象　

小
学
生
の
親
子　

組
３０

▽
持
ち
も
の　

お
弁
当
、
水
筒
、

筆
記
用
具
、
ハ
サ
ミ
、
帽
子

▽
申
込　

７
月
２
日
（
月
）
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら

い
保
谷
支
店
営
農
生
活
課（�
　

・
２１

３
３
７
３
）
へ

▽
主
催　

Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
西
東

京
地
区
青
壮
年
部

◆
産
業
振
興
課（
�田
 
�
内
線　

）　
１４４２

ちち
びび
っっ
子子
農農
業業
教教
室室

�　

柳
泉
園
中
間
処
理
施
設
お
よ
び

二
ツ
塚
最
終
処
分
場
の
施
設
見
学

と
西
東
京
市
の
ご
み
事
情
に
つ
い

て
話
を
し
ま
す
。

▽
と
き　

７
月　

日
（
水
）

２５

▽
集
合　

午
前
８
時　

分
こ
も
れ

４５

び
ホ
ー
ル
正
面
玄
関
前

▽
出
発
･
帰
着　

午
前
９
時
出
発

・
午
後
４
時　

分
帰
着
予
定

３０

▽
交
通　

バ
ス
利
用

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▽
募
集
人
員　
　

人
（
定
員
を
超

３０

え
た
場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各
自

持
参
）

▽
申
込　

往
復
は
が
き
に
「
西
東

京
市
見
学
会
参
加
希
望
」
と
明
記

の
う
え
、住
所
･
氏
名
･
年
齢
･

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒　
�
　
２０２

８５５５

西
東
京
市
役
所
保
谷
庁
舎
ご
み
減

量
推
進
課
あ
て
７
月　

日
（
火
）

１０

必
着

◆
ご
み
減
量
推
進
課
（
�保
 
�
内
線

　

）
２２２４

ごご
みみ
処処
理理
施施
設設
見見
学学
会会

国国
保保
加加
入入
者者
のの
海海
のの
家家

　

①
民
宿「
し
ん
ど
う
」　

千
葉
県
・
富
山
町
高
崎　
１１５２

　
　
�
０
４
７
０
・　

・
３
９
５
１

５７

　
　

開
設
期
間　

７
月
１
日
〜
８
月　

日
２５

　
　

宿
泊
室　

６
畳
４
室

　
　

交
通
機
関　

Ｊ
Ｒ
内
房
線
岩
井
駅
下
車

　

②
旅
館
「
松
善
」　

千
葉
県
・
館
山
市
館
山　
１５６０

　
　
�
０
４
７
０
・　

・
７
５
１
５

２２

　
　

利
用
期
間　

年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
　

交
通
機
関　

Ｊ
Ｒ
内
房
線
館
山
駅
下
車

▽
利
用
資
格　

市
民

▽
利
用
料
金　

１
泊
２
食
６
千
円

※
３
歳
未
満
の
子
ど
も
は
無
料

▽
利
用
取
り
消
し　

利
用
日
の　

日
前
ま
で
。
そ
れ
以
後
の
利

３０

用
取
り
消
し
は
利
用
料
金
を
返
還
し
ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法　

電
話
で
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
が
で
き
ま
し
た
ら
「
利
用
申
込
書
」
を
同
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
、
「
利
用
券
」
の
発
行
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
�保
 
�
内
線　

）
２８９７

国国
民民
健健
康康
保保
険険

臨
時
職
員
登
録
受
付
中

◎
一
般
事
務
（
選
挙
事
務
等
）

　

勤
務
場
所
…
田
無
庁
舎
、保
谷

　

庁
舎
、そ
の
他
の
施
設

◎ 
保
育
士 

　

勤
務
場
所
…
市
内
各
保
育
園

◎
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員　

　

勤
務
場
所
…
市
内
各
施
設

◎
賃
金　

　

一
般
事
務
…
時
給　

円
８４０

　

保
育
士
、学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

　

…
有
資
格
者　

円
、無
資
格
者

９８０

　
　

円
９１０

◎
年
齢　
　

〜　

歳
程
度

２０

５０

◎
登
録
の
方
法　

　

履
歴
書
、資
格
等
の
写
し
持
参

※ 
勤
務
条
件
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
を

◆
職
員
課
（
�田
 
�
 
内
線　

）
1243
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大
阪
の
小
学
校
で
多
数

の
児
童
が
殺
傷
さ
れ
る
事

件
が
起
こ
り
、
学
校
現
場
で

は
同
様
な
事
件
の
発
生
が

憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
緊
急
事
態
の
発
生
に
備

え
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
行

い
ま
し
た
。

・
臨
時
校
長
会
を
開
催
し
、
各
学
校
で
不
審
者
の
侵
入
を
防

ぐ
な
ど
具
体
的
な
方
策
を
講
じ
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確

保
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

・
生
活
指
導
主
任
会
で
田
無
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
外
部

侵
入
者
に
対
す
る
実
技
研
修
を
行
っ
た
。

・
緊
急
時
に
備
え
、
全
教
職
員
に
防
犯
ベ
ル
を
配
布
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
来
校
す
る
際
は
、
受
付
を
経
て
、
来
校
者
証
を
つ
け
る
。

・
近
所
に
不
審
な
行
動
を
す
る
人
物
が
い
た
ら
、
す
ぐ
警
察

や
学
校
に
連
絡
す
る
。

◆
指
導
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２６３４

料 率　 控 除 額　
平成12年１月１日～
１２月３１日の所得

①＝５％×賦課標準額＝３３０,００基礎控除―給与Ａ 所得割額
給与所得のある方…２０,０００割増控除年金
公的年金受給者で平成13年１月１日現在６５歳以上…１７０,００調整控除その他

料 率
②＝２０％×平成13年度固定資産税額（都市計画税を除く）Ｂ 資産割額

③＝　　　１５,０００　円×加入する人数　　　　　　　　　Ｃ 均等割額

④＝１世帯当たり　　　　　　　８,４００　円Ｄ 平等割額

�＝医療保険分年間保険料①＋②＋③＋
（最高限度額：計算した結果４７万円を超えた場合は４７

⑥＝　　8,4００　円×　第２号被保険者数　　　　　人Ｆ 均等割額

�＝介護保険分年間保険料⑤＋⑥
　（最高限度額：計算した結果７万円を超えた場合は７万円）

＝年間保険料 �＋�

料 率　 控 除 額　
平成12年１月１日～
１２月３１日の所得

⑤＝０.６9％×賦課標準額＝３３０,００基礎控除―給与Ｅ 所得割額
給与所得のある方…２０,０００割増控除年金

その他

介

護

保

険

料

分

医

療

保

険

料

分

平成１３年度の国民健康保険料の算出

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももももももももももももももももももももののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

医療保険料

５％所得割額

２０％資産割額

１５,０００円均等割額

８,４００円平等割額

介護保険料

０.６９％所得割額

８,４００円均等割額

　

平
成　

年
度
の　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た

１３

６５

の
で
、納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
発
送
は
、
７
月
６
日
ご
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
所
得
段
階
別
保
険
料
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

１３

　

な
お
、
本
年
は
、
国
に
よ
る
特
別
措
置
が
と
ら
れ
、
本
来
の
額
の

４
分
の
３
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
介
護
保
険
課
（
�保
 
�
内
線　

〜　

）

２３２１

２３２３

段
階１２３４５

対　
　
　

象　
　
　

者

・
生
活
保
護
受
給
者

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
あ
っ
て
、世
帯
全
員

　

が
住
民
税
非
課
税
の
場
合

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合

・
世
帯
の
だ
れ
か
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い　

る
が
本
人
は
住
民
税
非
課
税
の
場
合

・
本
人
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
て
前
年
中　

の
合
計
所
得
金
額
が　

万
円
未
満
の
場
合

250

・
本
人
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
て
前
年
中　

の
合
計
所
得
金
額
が　

万
円
以
上
の
場
合

250

保
険
料

（
年
度
額
）

１
万
３
千　

円
１００

１
万
９
千　

円
７００

２
万
６
千　

円
２００

３
万
２
千　

円
８００

３
万
９
千　

円
４００

市内の小学校で行われた実技研修

平
成

年
度
の
介
護
保
険
料

１３


